










課外活動団体一覧72団体
キャンパスライフを充実させる

委員会・総部 

中央執行委員会

新入生歓迎実行委員会

学園祭実行委員会

文化総部（役員・幹部）

体育会（役員・幹部）

社会総部（役員・幹部）

音楽総部（役員・幹部）

文化総部 ｜ 16団体

華道部

茶道部

能楽部

Ｅ.Ｓ.Ｓ.

写真部

映画研究部

美術部

書道部

大谷文芸

歴史学研究会

古美術研究会

落語研究会

民俗学研究会

漫画研究部

演劇部

京都文化研究会

体育会  ｜ 15団体

卓球部

柔道部

空手道部

硬式野球部

サッカー部

弓道部

陸上競技部

剣道部

バスケットボール部

スキー競技部

ソフトテニス部

バレーボール部

バドミントン部

跆拳道部

アメリカンフットボール部

社会総部 ｜ 10団体

仏教青年会

伝道部

児童教化研究会

スカウト部

児童文化研究会

ユースホステル旅行研究会

自然愛好会

点字・点訳サークル

探検会

ボランティア研究会

音楽総部 ｜ 10団体

尺八部

男声合唱団

軽音楽部

箏曲部

ギター部

混声合唱団

アメリカ民謡研究部

吹奏楽団

フォーク研究会

ジャズ研究会

新聞社・放送局

新聞社

放送局

同好会 ｜ 12団体

ワンダーフォーゲル同好会

飛行研究会

ダンス同好会

ＳＦ研究会

ＴＲＰＧ同好会

自動二輪同好会

推理小説研究会

聲明研究会

大谷弦楽アンサンブル

手芸サークル

水泳同好会

スポーツチャンバラ同好会

Club Activities

年に数回学内で行うミニコンサート、他大学との合同演
奏会、定期演奏会に向けて、週3回練習・合奏をしていま
す。 団員の仲が良くアットホームな雰囲気が魅力で、自
分達のペースで吹奏楽を楽しめます。 大学吹奏楽連盟に
所属しているため、所属大学から約200名が集まる合同
演奏会（年2回開催）に参加することで、他大学の友達が
たくさんできます。音楽を楽しむことをモットーに定
期演奏会に向けて活動中！私
たちと一緒に吹奏楽をやり
ませんか？初心者の方も大
歓迎です♪

吹奏楽団

大学へ所属しているクラブやサークル、委員会の活動が
スムーズに行えるよう、中央執行委員会がサポートできる
ことを目標に日々活動しています。学生大会の運営方針
の決定や資料・アンケート作り、部室棟内のごみ回収の日
程決めなどを行うため、主な活動は部室での週1～2回の
ミーティングを行っています。その他にも、各クラブ・委
員会の活動に関わる事務的な作業がメインの活動です。
現在は「大谷サンドwhichプロジェクト」も推進していま
す。メンバー全員が同じ目標をもち活動に取り組んでい
るので、やり遂げた後の達成感を一緒に共有できることが
やりがいになります！

中央執行委員会
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Club Activities
クラブ活動

好きなこと、新しい可能性にとことん夢中になってみよう！

イベントでの出演などの依頼に向けて、人形劇やパネル
シアターの練習に日々取り組んでいます。イベントでは
実際にたくさんの子どもたちと遊ぶことができるのも魅
力のひとつ。依頼をしてくれた学童施設の子どもたちか
ら、後日お礼のメッセージカードをたくさんいただいた
時は、とても嬉しくやりがいを感じました。より多くの
依頼に応えられるようになることが目標です。子どもに
関わる教育学部の方はもちろん、そのほかの学部の方で
もボランティア経験として役に立ちます！子どもと関わ
ることが好きな方はぜひ児童文化研究会へ！

児童文化研究会

週2日で刀や楯を使い、基礎的な練習から実践的な練習
まで幅広く活動しています。 サークルとしての目標は大
会で1つでも多く勝ち進み、12月にある全国学生大会に
出場することです。和気あいあいと活動する時と練習
する時のメリハリを心掛けて、日々の活動に励んでいま
す。スポーツチャンバラは、誰でも簡単に始められるス
ポーツで、柔らかい安全な道具を使って気軽に楽しめる
スポーツです。経験や体力は必要なく、未経験者も大歓
迎です！ 運動が好きな人、大学で新しい活動に挑戦した
い人は、ぜひ一度体験に来てみてください！

スポーツチャンバラ同好会

全国大会に形と組手で出場することを目標に掲げ、日々、
稽古（基本、形、組手）に取り組んでいます。空手道部は、
師範や指導者の方々から温かい指導をいただきながら、
部員の仲間とともに日々鍛錬に励む中で、技術の習得の
みならず、人間としての成長を得られるクラブです。ま
た大学の友人や先生方から応援いただくなど、ここでし
か得られない周りのサポートを感じながら、充実した学
生生活を送ることができます。ぜひ、僕たちと一緒にか
けがえのない青春の日々を作っていきましょう！

空手道部
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2025年 2026年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

第2学年 第3学年 第4学年

G
P
S
|

A
c
a
d
e
m
i
c
受
検  

W
e
ｂ

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
②（
世
の
中
に
あ
る
会
社
を
み
て
み
よ
う
）

4／9

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
④（
イ
ン
タ
ー
ン
や
説
明
会
で
印
象
を
よ
り
良
く
す
る
方
法
）
5／7

2025年度～2026年度キャリア支援企画 （2027年3月卒業・修了予定者） ※日程・企画は変更することがあります。

教員採用試験受験対策講習

公務員採用試験受験対策講習

社会福祉士国家試験受験対策講習

秘書検定２級受験
対策講習

産学連携教育プログラム特殊実習２大谷大学 （1～4年対象）
※エントリー期間:5月初旬～6月初旬　※就業体験（実習）期間:8月初旬～9月中旬

産学連携教育プログラム特殊実習1大学コンソ京都 （2～3年対象）
※エントリー期間:4月中旬～5月初旬　※就業体験（実習）期間:8月初旬～9月中旬

簿記検定３級
受験対策講習

【現代総合科目】キャリアデザイン概論1 （1～4年対象） 【現代総合科目】キャリアデザイン概論２ （1～4年対象）

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
①

（
就
職
活
動
、ど
う
進
め
る
？
不
安
を
解
消
す
る
基
本
ガ
イ
ド
）

3／28

U
I
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ
ー

4／10

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
③（
自
分
に
合
う
仕
事
の
探
し
方
）

4／23

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・履
歴
書
用
証
明
写
真
撮
影（
有
料
）

5／21 9月

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
⑥（
面
接
の
攻
略
法
は
ま
ず
知
る
こ
と
）

9月

履
歴
書
用
証
明
写
真
撮
影（
有
料
）

10月

冬
の
筆
記
試
験
対
策
講
座（
有
料
）

12／14

夏
の
筆
記
試
験
対
策
講
座（
有
料
）

8／1・2

業
界・企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー

2月
予定

就
職
支
援
企
画

授
業
・
講
習
等

卒業年次生を対象とした
支援予定

・学内企業説明会
　　　 →2026年5月～6月
　　　　 2026年10月～11月　　　　 

4/1ナビサイト
プレオープン

3/1情報解禁
ナビサイト
オープン

6/1
選考解禁

応募書類提出
（履歴書・エントリーシート等）

内

定
筆記試験・適性検査・集団討論・
集団面接・個人面接等

直前
インターンシップ等

秋・冬
インターンシップ等

夏
インターンシップ等

●各自求人検索 NAVIや掲示板等の
　最新情報を確認してください。

履歴書作成セミナー 9月～11月

面接対策セミナー（学内・ハローワーク等） 10月～3月

第3学年ゼミ別ガイダンス 9月～12月

全員参加

任意参加

ＭＯＳ受験対策講習
＜春期集中＞

ＭＯＳ受験対策講習
＜夏期集中＞

☜ 進路が決定した先輩の声を聞いてみよう 次ページへ

介護職員初任者研修講習

視覚障害者
ガイドヘルパー養成研修講習

認知症サポーター
養成講習

【現代総合科目】キャリアデザイン実践1 （2～4年対象）【現代総合科目】キャリアデザイン実践2 （3～4年対象）

U
I
タ
ー
ン
相
談
会

7／8～11

こ
れ
で
安
心 

W
e
b
テ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー

6／11

販売士検定3級
受験対策講習

知的・精神障害者
ガイドヘルパー養成研修講習

ＴＯＥＩＣ® Ｌ＆Ｒ Test 
レベルアップ講習

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
⑤

（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
の
ス
キ
ル
U
P
の
方
法
）

8～9月

13
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卒
業
後
の
進
路
は
、就
職
、進
学
、留
学
な
ど

様
々
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、皆
さ
ん

が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、実
現
で
き
る

よ
う
に
、学
年
ご
と
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
開

催
し
ま
す
の
で
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

資
格
取
得
に
向
け
た
講
習
や
、教
員・公
務
員
採

用
試
験
対
策
講
習
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
将
来

の
進
路
に
つ
い
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
、不
安
な

こ
と
が
あ
れ
ば
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

「
求
人
検
索
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
運
用
し
、企
業・事

業
所
な
ど
か
ら
大
学
に
届
い
た
求
人
情
報
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ（
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種
講
習
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
情
報

な
ど
）を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、第
３
・４
学
年
の

学
生
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
面
談
や
模
擬
面
接
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

地
元
で
の
就
職
や
、出
身
地
以
外
で
の
就
職

を
希
望
す
る
学
生
を
対
象
に
、自
治
体
の
担
当

者
と
直
接
相
談
が
で
き
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
会

を
７
月
に
開
催
し
ま
す
。
全
学
年
対
象
で
、就

職
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
関
す
る
情
報

収
集
の
仕
方
、交
通
費
補
助・奨
学
金
返
還
支
援

制
度
な
ど
、様
々
な
相
談
が
で
き
ま
す
。

例
年
同
様
、２
月
下
旬
に
３
日
間
、学
内
に
企

業
・
事
業
所
94
社
を
招
い
て
開
催
し
た「
業
界
・

企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
た
学
生
は
、採

用
担
当
者
か
ら
直
接
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、３
月
1
日
の
広
報
開
始

に
よ
り
、大
規
模
な
合
同
企
業
説
明
会
や
個
別

の
会
社
説
明
会
、採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
企
業・事
業
所
は
、学
生
の
意
欲
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、ス
ト
レ
ス
耐
性
、マ
ナ
ー

が
あ
る
か
な
ど
を
も
と
に
、共
に
働
く
仲
間
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
判
断
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
な
お
、就
職
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に

参
加
し
た
学
生
、早
期
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
提
出
し
た
学
生
、先
述
の「
業
界
・
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
た
学
生
で
、５
月
の
連
休

明
け
に
は
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、履
歴
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
不
参
加

で
準
備
が
遅
れ
た
学
生
と
多
く
の
単
位
を
残
し

て
時
間
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
学
生
は
、就
職

活
動
が
長
期
化
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、前
期
は
５
月
か

ら
６
月
、後
期
は
10
月
か
ら
11
月
に
、1
日
２
〜

３
社
の
企
業
・
事
業
所
を
学
内
に
招
い
て
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
12
月
以
降
は
、卒

業
に
向
け
て
の
学
業
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

支
援
を
行
い
、あ
き
ら
め
ず
に
就
職
活
動
を
し

た
学
生
は
、内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
内
定
状
況
な
ど
の
最
終
報
告

は
、『
じ
ん
げ
ん
ａ
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
２
０
２
５
年
秋
・

冬
号
』に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

２
０
２
６
年
３
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
の
就

職・採
用
活
動
に
関
す
る
日
程
は
、従
来
通
り
で

す
が
、企
業
・
事
業
所
は
、第
３
学
年
の
夏
期
休

暇
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）や

オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー（
職
場
見
学・会
社
説
明

会
）な
ど
を
開
催
し
、早
期
に
学
生
と
接
す
る
機

会
を
増
や
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
選

考
本
番
と
い
う
企
業
・
事
業
所
も
あ
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、引
き
続
き
、ア
ド
バ

Career Guide
キャリアガイド自らの人生を切り開いていけるよう、キャリアセンターを大いに活用しよう。

２
０
２
４
年
度
の

　
　
　
就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て

２
０
２
５
年
度
の

　
　
　
就
職
活
動
に
つ
い
て

イ
ザ
ー
と
の
個
人
面
談（
履
歴
書
作
成
や
模
擬

面
接
）で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、「
大
谷
大

学
の
学
生
を
採
用
し
た
い
」と
意
欲
の
あ
る
企

業
を
学
内
に
招
い
て
の
企
業
説
明
会
な
ど
が
開

催
決
定
と
な
れ
ば
、求
人
検
索
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
、大
学
院
進
学
な
ど
、希
望
進
路
を
決
め

て
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
環
と
し

て
、８・９
月
に
実
施
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
―
Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ｅ
ｍ
ｉ
ｃ（
問
題
解
決
能
力
を
確
認
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
。
入
学
時
に
も
受
検
）を
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。
入
学
時
か
ら
の
自
分
の
成

長
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
な
く
、就
職
活
動
に

つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

は
、就
職
活
動
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
夏
期
休
暇
中
に
企
業
・
事
業
所
が
開

催
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
す
る

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
前
期
に
開
催
し
ま
す
。

な
お
、企
業
・
事
業
所
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
説
明

会
や
採
用
試
験
を
実
施
す
る
た
め
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
に
加

え
、Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
や
Ｗ
i
‐
Ｆ
i
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、最
終
面
接

は
対
面
で
の
実
施
が
多
い
た
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
と
対

面
、両
方
の
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　

後
期
に
は
、就
職
活
動
本
番
に
向
け
た
履
歴

書
作
成
や
面
接
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

な
お
、大
学
院
進
学
に
つ
い
て
は
、受
験
対
策

と
し
て
、ま
ず
は
指
導
教
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
細
は
、次
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
企
画

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

視
野
を
広
げ
る
こ
と
や
職
業
観
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

資
格
取
得
で
す
。
取
得
し
た
資
格
は
、就
職
活

動
の
履
歴
書
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、資
格
取
得
に

向
け
た
講
習
や
教
員
・
公
務
員
採
用
試
験
対
策

講
習
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、第
２
学
年

で
も
企
業・事
業
所
を
知
る
企
画（
オ
ー
プ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る

学
生
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

「
読
む
」「
書
く
」「
聴
く
」「
話
す
」「
考
え
る
」力

は
、社
会
人
に
必
要
な
力
で
す
。
所
属
す
る
学

科
の
学
び
を
積
極
的
に
受
講
し
、身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
―
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
の
受

検
結
果
を
参
考
に
、自
分
を
高
め
る
こ
と
を
目

標
に
し
た
り
、資
格
取
得（
『
２
０
２
５
年
度

キ
ャ
リ
ア
支
援
案
内
』参
照
）に
も
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。

就
職
や
進
学
に
つ
い
て
質
問
や
相
談
が
あ
れ

ば
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
面
談
を
通
し
て
、進
路
の

方
向
性
を
見
出
し
、企
業・事
業
所
か
ら
内
定
を

得
た
先
輩
も
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を 

　
　
　
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ 

大
学
院
の
皆
さ
ん
へ 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

第
２
学
年
の
皆
さ
ん
へ 

第
3
学
年
の
皆
さ
ん
へ 

※大谷ユニパ…学生向け情報提供システム「OTANI UNIVERSITY UNIVERSAL PASSPORT」の通称

「先輩が話す 大谷大学の就職活動ってどんな感じ？」
2024年12月開催

「
求
人
検
索
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」に
つ
い
て
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Job Hunting

歴史の中で特に幕末に興味を持ち、幕末の舞台の中心であった京
都で学びたいと強く感じました。大谷大学には古文書解読などの史
料を直接読み取る力が磨けること、そのうえで歴史の学習、調査にあ
たることができると感じ進学。在学中は「歴史や文化など人の営みは
残そうとしなければ消えてしまう。知られなければ埋もれてしまう」
ということを、講義を通してより強く感じました。また学生生活を通
じ、自身の意思をしっかり持つこと、そして相手に伝えるために行動
する力をつけることができたと思います。  
観光業はその土地を訪れた人々に未来に繋いでいくべき歴史や文

化を伝える力を持つ仕事だと思い、沖縄JTB株式会社に入社しまし
た。現在は仕入販売部にて、事業パートナーである沖縄の宿泊施設へ
の営業に携わっています。地域の宿泊施設の販売を伸ばしていくた
めに、販売促進力、知識力の向上に努めています。今後は、身につけた
スキルと経験、さらには大学での学びを糧にし、観光の力で歴史や文
化の継承と地域の活性化に貢献していきたいです。

人の話を聞くことが好きで、福祉に関して興味を持っていまし
た。福祉に精通した先生が多く、少人数制で深く学ぶことができ
ると高校の先生からアドバイスされ、大谷大学のコミュニティデ
ザイン学科に進学しました。元々、人の話を聞くことは好きなの
ですが、自分から発言することは得意ではありませんでした。大
学では自分の意見を発表する機会が多く、言語化能力が磨かれ、
対人関係について成長ができたと思います。中野ゼミで学び、
『外国人労働者の子どもの教育をめぐる問題』をテーマに卒業論
文に取り組みました。
就職活動では、キャリアセンターの方から滋賀県が福祉に関

しての歴史が深いことを伺い、児童相談所での仕事を志望しま
した。今の仕事は、療育手帳の面接を担当。保護者の話をしっ
かり聞くことと、抜かりなく記録に残すことを特に心がけていま
す。業務では、部署内でのほうれんそう（「報告」「連絡」「相談」）
を徹底し、細かく共有することの大切さを実感しています。現状
に満足することなく、常に向上心を持って仕事に取り組んでいき
たいと思います。

歴史や文化を未来に繋いでいくため、
観光の力で地域に貢献していく 

大学時代に磨かれた言語化能力を生かし、
話をしっかり聞くことを心がける

田中 楓
文学部 歴史学科 2022年度卒業

就職先

沖縄JTB株式会社

上野 翔悟
社会学部 コミュニティデザイン学科 2023年度卒業

就職先

滋賀県彦根子ども家庭相談センター

15

asile2025SS_12-19_0313.indd   15asile2025SS_12-19_0313.indd   15 2025/03/13   23:302025/03/13   23:30

メッセージ
先輩学生・卒業生Job Hunting

C a r e e r  G u i d e

からの

晴れて内定が決まった学生3名と卒業生2名に直撃インタビュー！
それぞれの大学生活や就職活動について話を聞いてみました!!

岡崎 七虹
文学部 国際文化学科 2024年度卒業

就職先

株式会社フジドリーム
エアラインズ

幼い頃から憧れていた航空業界に絞って就職活動を進めました。大学で1年間カ
ナダに留学した経験やテーマパークのアルバイトを通して、外国語でのコミュニケー
ションや接客の楽しさを知ったと同時に、自身の接客が会社のイメージに直接繋がる
ことにやりがいを感じたことから、客室乗務員という職業を選びました。
就職活動では、キャリアセンターのアドバイザーの方にエントリーシートの書き方

を一から教えていただき、深く自己分析をするきっかけにもなりました。お客様の安
全を第一に、自身の接遇によって空の旅を楽しんでいただけるような客室乗務員を目
指して、これからも自分自身を磨いていきたいと思います。

憧れの航空会社をめざし語学力を高め
自己分析を深めました

郡上市の豊かな自然と人の温かさに囲まれて育ちました。
社会人になったら、支えてくれた人たちの力になりたい、地域
に幅広く貢献したい、そして自身の長所である協調性を生か
せると思ったことが、地方公務員を志望した理由です。
キャリアセンターの履歴書添削など、大学の手厚いサポー

トを活用。面接練習では、自分のアピールしたいことを相手に
どう伝えるべきかとことん話し合って仕上げ、自信をもって本
番に臨めました。他市出身の志願者よりもアドバンテージを
得られたのは、地元の魅力だけでなく、過疎化など地域課題の
両側面を理解し、改善策や観光資源の磨き上げを具体的に提
案できたことからだと感じています。

中学生のときに産業振興公社で職場体験をして、「郡上おど
り」などの観光資源や地元産業を盛り上げる仕事に携われた
ら楽しそうだしやりがいがあるなと興味を覚えました。
郡上市の一次試験が従来の教養試験から職務能力試験に

変更と発表があってすぐ、試験・面接対策に取り組みました。
キャリアセンターで履歴書や面接シートの書き方を丁寧に教
わり、とてもありがたかったです。こころの支えになったのは、
両親や周りの人たちに背中を押され、高校も同じ杉本くんと
励まし合えたこと。困りごとを抱えている市民を親身になっ
てサポートするなど、お世話になった人たちに恩返ししながら
暮らしやすいまちづくりに尽力したいです。

地元の魅力と地域課題を
理解し“伝える力”を磨いて
面接本番へ

観光資源を生かして地元を
盛り上げ、暮らしやすい
まちづくりに尽力したい

杉本 達哉
文学部 哲学科 2024年度卒業

就職先

郡上市役所
八木 顕太郎
社会学部 コミュニティデザイン学科 2024年度卒業

就職先

郡上市役所

メッセージ
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2
0
2
4
年
度
大
谷
大
学
教
育
後
援
会
文
芸
奨

励
賞
の
テ
ー
マ
は「
乗
り
こ
え
る
」で
す
。

誰
も
が
と
て
も
乗
り
こ
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
時
が
人
生
に
お

い
て
何
度
か
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、大
切
な
人
を
失
い
、住
む
家
を
失
い
、深

い
苦
悩
を
抱
え
て
生
き
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
9
月
の
豪
雨
災
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
、地

震
の
災
害
か
ら
復
興
の
た
め
に
頑
張
っ
て
来
た
人

た
ち
の
心
が
折
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
10
月
に
行
っ
た
能
登
の
地
区
で
は
、夜

は
仮
設
住
宅
に
泊
ま
り
、昼
は
自
宅
の
あ
る
地
に
赴

き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共
に
泥
を
掻
き
出

し
、い
つ
か
地
元
に
帰
れ
る
日
の
た
め
に
懸
命
に
生

き
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
の
皆
様
も
、心
が
折
れ
る
こ
と
も
、挫
折
す

る
こ
と
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、そ
れ
ぞ

れ
が
懸
命
に
乗
り
こ
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
応
募
作
品
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
1
9
2
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
回
の
選
定
は
、お
二
人
の
先
生
と
私
で
話
し

合
っ
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、も
し

も
他
の
方
が
選
定
さ
れ
て
い
た
ら
、ま
た
違
う
結
果

に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

受
賞
の
有
無
の
み
で
な
く
、こ
れ
か
ら
も
問
い
続

け
、学
び
続
け
、自
分
で
考
え
て
、自
分
の
言
葉
に
し

て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
な

ら
ば
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
生
の
皆
様
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

大
谷
大
学
教
育
後
援
会
　
会
長
　
岡
田 

克
也

※学生の学年は、入賞作品発表時のものです。

文芸奨励賞表彰式
2024年11月8日（金）

2
0
2
4
年
度
大
谷
大
学
教
育
後
援
会

　文
芸
奨
励
賞

テ
ー
マ

　
　乗
り
こ
え
る

最
優
秀
賞

■ 

文
学
部
　
真
宗
学
科
　
第
1
学
年

細
川
　
興（
ホ
ソ
カ
ワ
　
コ
ウ
）

逃
げ
た
っ
て
い
い
。

眼
を
逸
ら
さ
な
け
れ
ば

悩
み
、考
え
続
け
た
ら
。

そ
の
距
離
が
乗
り
こ
え
る
た
め
の

助
走
に
な
る
か
ら
。

優
秀
賞

■ 

文
学
部
　
真
宗
学
科
　
第
3
学
年

今
井
　
亮
裕（
イ
マ
イ
　
リ
ョ
ウ
ス
ケ
）

乗
り
こ
え
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

世
界
を
創
り
か
え
る
こ
と
？

い
い
や
、き
っ
と
そ
う
じ
ゃ
な
い

自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
！

■ 

国
際
学
部
　
国
際
文
化
学
科
　
第
2
学
年

藤
原
　
綺
奈（
フ
ジ
ワ
ラ
　
ア
ヤ
ナ
）

い
ま
ま
で
私
は
た
く
さ
ん
の
手
を
借
り
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
手
を
借
り
て
乗
り
こ
え
て
い
く
。

佳

作

■ 

大
学
院
　
修
士
課
程
　
人
文
学
研
究
科
　
仏
教
学
専
攻
　
第
2
学
年

藤
山
　
亜
弓（
フ
ジ
ヤ
マ
　
ア
ユ
ミ
）

異
な
る「
当
た
り
前
」と
対
立
し

自
分
の
あ
り
よ
う
が
揺
れ
動
く

そ
の
違
和
感
を
拒
ま
ず
に

己
の
正
義
を
越
え
て
ゆ
け

■ 

文
学
部
　
真
宗
学
科
　
第
3
学
年

横
山
　
慧
秀（
ヨ
コ
ヤ
マ
　
ケ
イ
シ
ュ
ウ
）

地
震
で
打
撃
を
受
け
た
自
坊

地
元
か
ら
立
ち
去
る
人
の
姿

抱
え
て
い
る
不
安
は
多
い

だ
が
私
は
前
に
進
む

未
来
の
た
め
に

■ 

文
学
部
　
歴
史
学
科
　
第
3
学
年

西
森
　
真
喜（
ニ
シ
モ
リ
　
マ
サ
キ
）

誰
も
が
、あ
の
日
を
後
悔
す
る
。

戻
ら
な
い
時
間
に
囚
わ
れ
る
。

今
を
変
え
る
こ
と
だ
け
が
、あ
の
日
を
私
に
超
え
さ
せ
る
。

■ 

国
際
学
部
　
国
際
文
化
学
科
　
第
3
学
年

林
　
杏
果（
ハ
ヤ
シ
　
モ
モ
カ
）

乗
り
こ
え
る
と
は
、逆
境
か
ら
の
回
復
力
で
は
な
く
、

過
去
の
自
分
を
抱
え
て
共
に
歩
む
こ
と
で
あ
る
。

■ 

文
学
部
　
文
学
科
　
第
2
学
年岡

田
　
遊
快（
オ
カ
ダ
　
ユ
カ
イ
）

助
走
し
た
ほ
う
が
、

高
く
跳
べ
る
。

乗
り
こ
え
る
た
め
に
、

今
は
勢
い
を
つ
け
る
時
間
。

■ 

文
学
部
　
真
宗
学
科
　
第
1
学
年田

原
　
大
智（
タ
ハ
ラ
　
ダ
イ
チ
）

も
う
会
え
な
い
あ
な
た
を
想
っ
て

何
度
涙
を
流
し
た
だ
ろ
う

も
う
会
え
な
い
あ
な
た
を
想
っ
て

何
度
勇
気
を
出
し
た
だ
ろ
う

■ 

文
学
部
　
哲
学
科
　
第
1
学
年

窪
田
　
温（
ク
ボ
タ
　
ノ
ン
）

め
く
ら
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は

毎
日
を
乗
り
越
え
た
証
っ
て
言
え
た
ら

■ 

文
学
部
　
文
学
科
　
第
1
学
年桐

山
　
愛
生（
キ
リ
ヤ
マ
　
メ
イ
）

姉
と
比
べ
ら
れ
た
。

私
た
ち
は
全
く
ち
が
う
人
間
な
の
に
。

他
人
を
気
に
せ
ず
個
性
を
出
し
て

乗
り
こ
え
る
と
心
に
誓
っ
た
。

■ 

文
学
部
　
文
学
科
　
第
1
学
年

平
　
悠
斗（
タ
イ
ラ
　
ユ
ウ
ト
）

「
初
め
ま
し
て
」

こ
の
一
言
で

私
は
友
を
一
人
得
た

■ 

国
際
学
部
　
国
際
文
化
学
科
　
第
1
学
年

近
藤
　
愛
唯（
コ
ン
ド
ウ
　
ア
イ
ミ
）

一
限
目
　
　
　
　

眠
い
目
こ
す
り

乗
り
こ
え
る
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こんな寄付方法もあります！

　読み終えた本や不要になった本（DVD・
CD・ゲームを含む）を、指定会社に送るこ
とで、本の買取価格が大谷大学への寄付
となり、大谷大学在学生が選ぶ大学図書
（学生選書プロジェクト）の本の購入費用
等に充てられます。
　古本は、郵送または大学図書館設置の
回収ボックスで回収可能です。

詳しくは大谷大学ホームページをご確認ください。

　
2
0
2
4
年
度
は
、物
価
高
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

て
い
る
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
、学
内
食
堂
で
提
供
さ
れ

個別相談の様子（福井会場）全国保護者懇談会の様子

2
0
2
4
年
度
教
育
後
援
会
事
業
に
つ
い
て（
報
告
）

2
0
2
5
年
度
保
護
者
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　
２
０
２
5
年
度
は
次
の
と
お
り
保
護
者
懇
談
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
是
非
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、全
国
保
護
者
懇
談
会
は
、学
生
指
導
上
、「
履
修

単
位
通
知
書
」の
配
付
時
期
や
、聴
講
登
録
修
正
期
間
等

の
学
年
暦
に
鑑
み
、決
定
し
て
お
り
ま
す
。

「
全
国
保
護
者
懇
談
会
」開
催

地
区
別
保
護
者
懇
談
会（
北
陸
・
九
州
）開
催

　
2
0
2
4
年
9
月
8
日（
日
）、本
学
を
会
場
に「
全
国

保
護
者
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、午
前
と

午
後
の
２
部
制
に
て
開
催
し
、2
9
0
名
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
9
月
に
北
陸
地
区（
金
沢・福
井
）、12
月

に
九
州
地
区（
福
岡
・
長
崎
）の
4
会
場
に
お
い
て「
地
区

別
保
護
者
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
区
別
保
護
者
懇
談
会
で
は
、教
育
後
援
会
役
員
お

よ
び
本
学
執
行
部
の
挨
拶
に
続
き
、学
生
支
援
部
職
員

か
ら
、履
修
状
況
の
確
認
方
法
や
、ク
ラ
ブ
活
動
・
奨
学

金
制
度
な
ど
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、さ
ら

に
近
年
の
就
職
状
況
の
傾
向
や
支
援
体
制
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
個
別
相
談
会
で

は
、学
生
の
履
修
状
況
や
就
職
活
動
状
況
な
ど
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
応
じ
、保
護
者
か

ら
も
熱
心
に
質
問
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
補
助
に
つ
い
て

2024年度 開催内容
学生支援説明会
＊ 教育後援会会長（保護者代表）の開会挨拶の
後、学長から、本会開催の趣旨が説明され、学
生部長からは大学の現況が報告されました。
また、学生支援部職員から、履修状況の確認
方法や、奨学金制度など学生生活の支援体
制、さらに近年の就職状況の傾向や就職活動
の支援体制についての説明が行われました。
教員との個別相談
＊ 学生の演習（ゼミ）での様子や履修状況など、
学生生活のご不明な点について指導教員と
の個別相談が行われました。
学生支援個別相談
＊ 単位の修得状況や奨学金手続き、就職活動
などについて個別の相談が行われました。
学生によるキャンパス見学ツアー

大谷大学　校友活動　行事一覧

　
2
0
2
4
年
７
月
1
日
か
ら
2
0
2
5
年
1
月
31
日
ま
で
の
間
、教
育
振
興
資
金
局

へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
資
金
は
、教
育・研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
に
充
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、募
金
の
お
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
学
は
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、特
定
公

益
増
進
法
人
の
証
明（
所
得
控
除
制
度
）、

な
ら
び
に
税
額
控
除
に
か
か
る
証
明（
税

額
控
除
制
度
）を
受
け
て
お
り
ま
す
。
寄

付
者（
個
人
）の
選
択
に
よ
り
、ど
ち
ら
か

一
方
の
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
、領

収
書
を
添
え
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
法
上
の

優
遇
措
置
に
つ
い
て

お問い合わせ先 教育振興資金事務局（大谷大学総務部 校友センター内）　TEL ： 075-411-8124　 FAX ： 075-411-8157　 E-mail : kouyu@sec.otani.ac.jp

教育振興資金寄付者 （敬称略）

2025年度保護者懇談会
＊全国保護者懇談会   9月 7日（日）　大谷大学
＊信越地区保護者懇談会   9月27日（土）　長野会場　 

  9月28日（日）　新潟会場
＊中国・四国地区保護者懇談会  12月6日（土）　広島会場 

  12月7日（日）　鳥取会場

◆件数 9件
◆寄付金総額 2,230,000円

【個人】
岩田　理恵 （三重県）
寺本　隆人  （滋賀県）
山田　恵文 （三重県）
匿名　4件

教
育
後
援
会
だ
よ
り

教
育
振
興
資
金（
募
金
）に
つ
い
て

教育後援会
大
谷
大
学
教
育
後
援
会
は
、全
在
学
生
の
保
証
人
が
会
員
と

な
っ
て
組
織
さ
れ
、大
谷
大
学
の
教
育・研
究
の
発
展
と
、学
生

生
活
環
境
の
整
備・改
善
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、会

員
相
互
な
ら
び
に
会
員
と
大
学
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、各
種
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、役
員
会・評
議
員

会
を
開
催
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画・推
進
し
て
い
ま
す
。

大谷大学募金

　京都市にふるさと納税をする際、「寄付の使い道」とし
て「大谷大学と協働」を選択いただくと、返礼品（※）や税
制上の優遇措置に加え、寄付金の一部が、大谷大学の社会
貢献活動の費用に充てられます。
※ 総務省の告示により、京都市内にお住いの方は、返礼品を受け取
ることができません。

京都市のふるさと納税を通じたご支援

OTANI古本Project  ―ヒロガル×ツナガル学生支援―

る
2
種
類
の
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
に
つ
い
て
1
食
あ
た
り

60
円
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、恒
常
的
な
補
助
と

し
て
、2
0
2
4
年
度
も
課
外
活
動
団
体
へ
の
助
成
、職

業
適
性
検
査
実
施
や
模
擬
面
談
指
導
員
な
ど
の
就
職
支

援
に
対
す
る
助
成
、奨
励
金
の
給
付
や
各
種
奨
学
金
の
給

付・貸
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔地区別保護者懇談会〕 該当地区在住の保証人へご案内いたします。
※ 詳細につきましては、本学ホームページにてお知らせいたします。

【法人】
宗教法人　蓮泉寺　舟橋　尚哉 

（愛知県）
椙山合資会社　代表社員　椙山　融子 

（東京都）

古本募金回収ボックス
（図書館1階に設置）
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学
校
納
付
金
は
こ
ん
な
こ
と
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
授
業
料

【
授
業
】大
学
に
お
い
て
最
も
重
要
な
事
業
で
す
。

２
０
２
1
年
度
開
設
の
国
際
学
部
を
は
じ
め
と
し
た

複
数
学
部
体
制
の
も
と
で
、学
び
の
実
現
に
向
け
た

授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
5
年
度
学
校
納
付
金
に
つ
い
て

学びの実現に向けた授業の展開　　　　
「学習支援室」「文藝塾」
「教職支援センター」「実習支援センター」
「地域連携室」
「語学学習支援室」の運営等

学校納付金内訳

授業料 74.2%

施設費 21.9%

【
学
習
支
援
室（L

E
A

R
N

IN
G

 S
Q

U
A

R
E

）】リ

メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
に
主
眼
を
置
き
、３
名
の
学
習
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
常
駐
し
、基
礎
英
語
・
日
本
語

の
読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
個
別
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
文
藝
塾
】高
度
な
読
み
書
き
能
力
を
身
に
つ
け
た

学
生
を
育
成
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。「
文

藝
塾
講
義
」「
文
藝
塾
実
践
演
習
」な
ど
の
文
藝
塾
関

連
科
目
を
中
心
に
授
業
と
し
て
の
活
用
、ま
た
、課

外
活
動
や
読
書
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】履
修
相
談
や
実
習
な
ど
の

事
務
手
続
き
は
も
と
よ
り
、教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
教
員
採
用
試
験
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
相
談
へ

の
対
応
、学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
、地
域
連
携
企

画・運
営
な
ど
、教
職
課
程
に
関
わ
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
地
域
連
携
室（
コ
ミ
ュ・
ラ
ボ
）】各
種
地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
学
生
を
対
象
に
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
へ
の
支
援
や
外
部
の
団
体
と
の
出
会
い・

対
話
を
通
し
て
、社
会
を
生
き
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

力
を
養
う
た
め
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
語
学
学
習
支
援
室（G

L
O

B
A

L
 S

Q
U

A
R

E

）】

国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
留
学
生
と
日
本
人
学
生

の
交
流
機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、学
生
が
主
体
的
に

留
学
や
外
国
語
学
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
費

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス・湖
西
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
施
設
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
等
の

学
習
面
お
よ
び
施
設
面
に
関
す
る
環
境
整
備
を
進

め
、教
育
研
究
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

■
大
谷
学
会
費

　
本
学
の
学
術
研
究
の
推
進
及
び
そ
の
成
果
の
公

開
を
目
的
と
し
て
、春
季
公
開
講
演
会
や
秋
季
研
究

発
表
会
を
開
催
し
、「
大
谷
学
報
」や「
大
谷
大
学
研

究
年
報
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
会
費

　
学
生
相
互
の
自
治
に
基
づ
き
学
生
生
活
全
般
の

発
展
向
上
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
、学
生
全
員
が

構
成
員
と
な
り
ま
す
。
学
生
会
を
基
盤
と
し
て
、各

課
外
活
動
団
体
が
組
織
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、学
生
会
員
の
日
常
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の

諸
事
業
や
、新
入
生
歓
迎
行
事
、学
園
祭
等
の
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
教
育
後
援
会
費

　
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
保
護
者
懇
談
会
な
ど
の

事
業
経
費
の
ほ
か
、学
生
会
や
ク
ラ
ブ
、学
園
祭
等
の

課
外
活
動
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ゼ
ミ
・ク
ラ

ス
懇
談
会
へ
の
助
成
、学
内
食
堂
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
運
行

バ
ス
の
助
成
、学
生
総
合
保
障
制
度
や
賠
償
責
任
保

険
の
加
入
助
成
、勤
労
学
生
表
彰
奨
学
金
、文
芸
奨
励

金
等
、さ
ま
ざ
ま
な
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
同
窓
会
費

　
同
窓
会
費（
終
身
会
費
）は
、入
会
金
と
あ
わ
せ

て
、原
則
と
し
て
最
終
学
年
の
後
期
に
徴
収
し
て
お

り
、同
窓
会
の
運
営
費
と
し
て
い
ま
す
。

　「
大
谷
大
学
公
開
講
演
会
」は
、大
学
か
ら
講
師
を

派
遣
し
、同
窓
会
の
地
域
支
部
と
協
働
し
て
大
谷
大

学
の
学
術・研
究
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報「
無
盡
燈
」は
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
卒
業
・
修
了
な
ら
び

に
同
窓
会
入
会
歓
迎
祝
賀
会
は
、在
学
生
が
卒
業
・

修
了
と
同
時
に
同
窓
会
に
入
会
し
、卒
業
後
も
永
く

大
学
と
の
関
係
を
保
ち
、相
互
の
関
係
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、お
祝
い
と
同
窓
会
入
会
歓
迎
を

兼
ね
て
催
す
も
の
で
す
。

学
校
納
付
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　
本
学
で
は
学
校
納
付
金
を
口
座
振
替

に
よ
り
納
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

金
融
機
関
窓
口
で
の
振
込
手
続
き
が
不

要
と
な
り
ま
す
の
で
、振
替
口
座
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

キャンパス維持管理等

教育後援会費 2.6%
保護者懇談会開催費
課外活動助成
ゼミ・クラス懇談会助成等

同窓会費 0.7%
公開講演会開催
「無盡燈」発行等

大谷学会費 0.2%
春季公開講演会
秋季研究発表会等

学生会費 0.4%
新入生歓迎行事
学園祭等

学
校
納
付
金
は「
前
期
」と「
後
期
」の
２
回
に
分

け
て
、納
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
振
替
日
の
前

日
ま
で
に
振
替
通
知
書
に
記
載
の
金
額
を
登
録
口

座
に
ご
入
金
く
だ
さ
い
。
事
情
に
よ
り
期
日
ま
で
に

納
入（
振
替
）が
困
難
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、学

生
支
援
課
に
て
学
費
延
納
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

前期 後期

振替日 4月28日（月） 10月14日（火）

振替通知書
発送 4月上旬 9月上旬

学費延納
手続締切 4月15日（火） 9月30日（火）

※納入期日までに納入（振替）のない場合は、学則
により除籍となります。
※学費延納の手続きには、「学費延納許可願」（所
定用紙）の提出が必要となります。

18

asile2025SS_12-19_0313.indd   18asile2025SS_12-19_0313.indd   18 2025/03/13   23:302025/03/13   23:30


